
MaaS に関する実証実験について

１ 概要

MaaS を先導的に実装するために必要なサービス内容やサービス提供事業者の採算性を

確保する方策を検討するため、実証実験を実施する。また、実証実験の結果分析により、

実装に向けた課題を抽出し、解決策を検討する。

２ 愛知県に MaaS を導入する目的（解決したい課題）

【全般】

・ 新しい生活様式への対応（混雑の分散・回避等）

・ コロナ禍で減少した利用者の回復など公共交通の維持・確保

・ 地域の活性化

・ 過度な自動車利用からの転換（エコ モビリティ ライフの推進）による、交通事故の

減少、環境負荷の低減等

【ジブリパーク関連】

・ ジブリパーク来訪者の周遊観光の促進

・ 駐車場やリニモ駅と、モリコロパーク内のエリア間の移動に役立つ情報提供

【MaaS とは】

・ Mobility as a Service の略で、出発地から目的地までの移動に対し、様々な移動手段・サー

ビスを組み合わせてひとつの移動サービスとして提供するもの。ワンストップでシームレス

な移動が可能となり、公共交通の利便性の向上や、観光など様々な分野との連携により、高付

加価値化や需要の拡大も期待される。

・ 本県では、ジブリパーク開業やアジア競技大会、リニア開業を控えており、国内外から多くの

方の来訪が想定され、多様な移動ニーズが顕在化してくることを踏まえ、地域住民のみならず

来訪者の円滑かつ効率的な移動の実現を目指し、MaaS の導入に向けた取組を推進している。

資料５



３ 実証期間

2021 年 12 月 1 日（水）から 2022 年 1 月 31 日（月）まで

４ 対象

（１）地域

名古屋東部丘陵地域を中心とする地域

※長久手市、名古屋市名東区、岡崎市、瀬戸市、春日井市、豊田市及び日進市。なお、リ

ニモ沿線や愛知環状鉄道沿線を中心としつつ、県内の主要な交通結節点（名古屋駅、金山

駅、岡崎駅、高蔵寺駅、中部国際空港など）と名古屋東部丘陵地域の間の移動を考慮。

（２）利用者

地域の住民、通勤・通学者や観光客等の来訪者など幅広く想定

５ 実証実験の内容

（１）使用アプリ・利用方法

・ スマートフォン・タブレット端末向けアプリケーションの「my route」（開発・提

供：トヨタファイナンシャルサービス株式会社）を活用

・ 各アプリストアからダウンロード後、会員登録をしていただくと利用可

・ ダウンロード及び会員登録に要する費用は無料（通信料は各自の負担）

（２）主な利用可能なサービス

項目 内容

マルチ

モーダル

ルート

検索

対象となる移動手段は以下のとおり

・公共交通：電車、バス、船、飛行機、タクシー

(N-バスを含む県内全てのコミバス(オンデマンド型を除く)に対応)

・自動車：マイカー(パークアンドライド含む)、レンタカー・カーシェア

・その他：徒歩、自転車、シェアサイクル

パーク

アンド

ライド

対象日に豊田スタジアム周辺を目的地とした場合に以下経路を表示

・出発地→（車）→トヨタ自動車本社工場の駐車場［無料］→（徒

歩）→三河豊田駅→（愛環）→新豊田駅→（徒歩）→豊田スタジアム

・対象日は豊田スタジアムで大規模イベントがある日

12/4(土)：【サッカー】名古屋グランパス戦

リニモ駅

構内混雑

Wi-Fi パケットセンサーを活用し、リアルタイム情報を提供。対象駅

は藤が丘、愛・地球博記念公園、八草

アプリ内

予約・

決済

・愛知環状鉄道の 1日乗車券（決済）

経路検索結果から購入、デジタルチケットとして利用可能

・シェアサイクル（予約・決済）

経路検索結果から「カリテコバイク」の予約・決済が可能

周遊・

外出促進

・リニモ愛環沿線の観光・商業施設において、アプリ内のデジタル

クーポンを提示することによる特典付与

・交通等の事業者やリニモ・愛環沿線市、県関係課と連携した観光情

報・地域情報の発信



  

    




